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はごもっともでありますが、しかし、だとする

と単独でやっぱり計画の策定の費用を事前に用

意しなきゃいけない。残念ながら市の職員では

具体的なところは今の体制ではつくれません。

かといって民間の方がボランティアでつくれる

ものかと、それじゃないです。ですから、そこ

をご理解いただきたいと。国交省の事業をはじ

め経産省もそうですが、具体的に事業採択にな

ってから細部の計画をつくるというシステムに

なっておりますので、ご理解いただきたいと思

います。 

○蒲生光男議長 ７番、我妻 昇議員。 

○７番 我妻 昇議員 時間になりましたので、

終わります。 

 

 

 梅津善之議員の質問 

 

 

○蒲生光男議長 次に、順位９番、議席番号２番、

梅津善之議員。 

  （２番梅津善之議員登壇） 

○２番 梅津善之議員 ３月定例会一般質問最後

の質問になります。お疲れのところとは思いま

すが、いましばらくよろしくお願いしたいと思

います。さらに、今までの先輩方の質問と重複

する点が多々ございますので、簡潔な答弁のほ

うもよろしくお願いしたいと思います。 

 では、東日本大震災から早いもので間もなく

１年が過ぎようとしています。未曾有の災害は、

きのうのように忘れられない大きな災害として

私の心のあたりにも残っております。進まぬ復

興にいら立ちを覚えながら、被災された方々の

一日も早い復興をお祈り申し上げます。 

 さて、通告しております順に質問を申し上げ

たいと思います。 

 まず、長井市の防災計画についてであります。 

 ただいま新しい長井市の防災計画を作成中で

あると思います。行政当局で考える大きな枠組

みの部分と各自主防災組織、さらには消防団な

ど地域と密接にかかわりあることが細部にわた

ってあると思います。大きな計画とリンクする

ように、各組織との話し合いも必要でないかと

考えますが、市長、いかがでしょうか。その辺

も含みでご答弁をお願いしたいと思います。 

 次に、空き家対策でありますが、きのうの赤

間議員の質問にもありましたように、駅前の住

宅兼店舗が雪の重みで崩壊したというのは皆さ

んもご存じのことだと思います。市内に空き家

がどれぐらいあって、崩壊する危険性も含めて、

あるかないか、市としてどのように把握されて

いるか。また、持ち主などに危険だからとか促

すようなことをぜひしていっていただかないと、

安全・安心のまちづくりにはちょっと危険を来

すような事件でもありました。ぜひこの辺も含

みで検討していただきたいものだと思います。 

 次に、火災報知機の設置についてです。 

 昨年11月30日、舟場地内で、12月の17日、花

作で、そして１月の23日、十日町でと、市内で

相次いで火災が発生しました。家屋だけでなく

命までも失われるという大惨事でした。このよ

うな火災が二度と起こらないように、私自身も

予防、消防に努めますとともに、火災報知機の

市内の設置状況など、どのようになっているん

でしょうか。今までも地区長会や消防団など共

同購入を行って普及をしてまいりましたが、ま

だまだその普及率は満足のいくような数字では

ないと思います。普及率も含め、鈴木消防主幹

のほうにご答弁いただきたいと思います。 

 次に、地域農業マスタープランについてです。 

 平成24年度から新たな農業施策として人・農

地プラン、地域農業マスタープランがスタート

します。人・農地プランは、人と農地の未来の

設計図だと考えております。今後、中心となり

ます経営体、個人、法人、集落営農、さらには

農地の集積を含め、兼業農家や自給的農家を含
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めた地域農業のあり方を検討して、進めていき

たいというプランであります。今も各地域に説

明会などで市の担当職員が赴いていただいて、

農業者のほうに説明をしていただいている最中

と思います。農業者の反応なども含め、お聞か

せいただきたいと思います。 

 また、地域農業のマスタープランを作成して

のメリットとして、新規就農者に５年間150万

円の支給があるとか、農地集積協力金として農

地を提供していただいた方にも面積に応じて配

分金があるとか、スーパーＬ資金が当初５年間

無利子であるなど、地域農業のマスタープラン

をつくることによってのメリットがたくさんあ

ると思います。しかし、地域でマスタープラン

をつくったからといって、その後の農業がうま

くいくというものではないと思います。できた

プランを活用して農業者や地域の方々が一体と

なって地域農業を支えていくような形がベスト

だと思いますが、その辺は農林課長、どのよう

なお考えでいらっしゃるか、ご返答をお願いし

たいと思います。 

 続きまして、農用地の転用についてでござい

ます。 

 私が住んでいる隣の地区で、恐らく20年以上

も前になると思いますが、県道から離れたぽつ

んとした田んぼが農振除外転用され、その後数

年間荒れていたようです。ようやくここに来て

企業が誘致され、造成工事も完了し、いずれ家

屋が建築されて操業に至るだろうと安堵してる

ところでございますが、市内には優良な農地が

数多くありますが、無造作に転用され、放置さ

れることは、我々農業者にとっても忍びない気

持ちになっております。 

 そこで、農業委員会の事務局長にお尋ねしま

す。農地の転用の許可の流れの基準や大まかな

ところ、そして３年前に農地法が改正され、農

地転用が厳しくなったことについてお聞きしま

す。長井市としてもコンパクトシティーを目指

し、さまざまな取り組みをしてるところとは思

いますが、無造作な転用が見受けられるところ

もございますので、その辺ご説明いただきたい

と思います。 

 最後の質問になります。今ある河川緑地公園

の維持管理についてです。 

 当初、この公園は、もう20年も前のことだと

思いますが、世界の花園構想といった壮大な計

画を持ってつくられた公園だとお聞きしており

ます。当時は、私、ちょうど農家を始めたあた

りでありまして、予算もきちんとついて、花の

公園としてきちっとした管理をしていたと思い

ますが、現在ではフラワーボランティアを募り、

市民の参加の公園となっていると思います。今

までフラワーボランティアということで管理運

営など植栽などしてきたと思いますけども、こ

こ数年の動向、フラワーボランティアの数など

を踏まえ、まち・住まい整備課長に今後の公園

の維持管理を含め、お聞きしたいと思います。 

 さらには、この定例会でも現在の公園の南側

を緑地公園として計画がされておるようでござ

います。ぜひ慎重に地域の皆様とご検討になっ

た上で、開発のほうを考えていただければと思

います。 

 以上で壇上からの質問といたします。ありが

とうございました。（拍手） 

○蒲生光男議長 内谷重治市長。 

○内谷重治市長 梅津議員のご質問にお答えいた

します。私からは、最初の長井市防災計画につ

いてお答えを申し上げます。 

 議員からは、市が作成中である市の防災計画

を、さらには今度、各団体等々で各組織に合っ

た計画づくりを進める必要があるんではないか

というようなご質問だったと思います。それに

つきましては、議員のご指摘のとおりでござい

まして、まず各団体のほうに素案をお渡ししな

がら意見を求めてるところでございますが、こ

れから重要となるのは、まだそういった計画の
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中身についてのご意見をいただくようなところ

までは至ってませんが、各地区の自主防災組織

あるいは各地区長会の皆様から自主防災計画を

逆に出してもらうような、そういった手続も進

めていかないと、市の計画はマスタープランで

ありますので、それにあわせて今度はそれぞれ

の団体や地区で、そういった災害時にどういう

対応をするかということの打ち合わせ、あるい

は常日ごろの定期的な訓練なども重要になるん

ではないかなと思っております。 

 なお、昨日の赤間議員のご質問等々でもお答

えさせていただきましたけれども、空き家対策

なども、こういった災害の対策として重要な視

点だと思いますので、これらについても検討し

たいと思います。 

 なお、これは今後の市としての考え方といた

しまして、この計画をつくって、より実効ある

ものにするには、今、年に１回の市の総合防災

訓練を行っておりますが、それと同時に、その

防災訓練のあり方をどうするかということもも

ちろんあるんですが、市民に注意を喚起する上

からも、長井市防災の日みたいなものを設定し

ながら、市民に独自の防災意識を啓蒙していく

必要があるかなと思っております。これは過日、

西根の女性の皆様との意見交換会の中で、女性

の方からのご提言などもいただいておりますの

で、なお検討していかなきゃいけないと考えて

おります。 

 あと、２点目の火災報知機の設置でございま

すが、現在、火災報知機については状況等につ

いて昨日お話ししましたが、これは議員からご

ざいましたように、総務課長ではなくて消防主

幹のほうから答弁いたさせたいと思っておりま

す。 

 あともう一つ抜けておりましたのが空き家対

策、また先ほどの髙橋議員からは空き地も含め

てということになるかと思いますが、現在のと

ころは地区長さんからの相談ということで私ど

も把握しておりますが、やはり後手後手になり

ますし、地区長さんとか隣近所の方のご協力を

得て、所有者もきちんと探さなきゃいけないと。

そして、基本的には行政で勝手にできませんの

で、またさまざまな所有者から、いろんな事情

でできないと言われた場合も、市で代理で行っ

ても、その請求はやっぱり所有者にさせていた

だかなきゃいけないということもありますので、

条例の制定等なども検討しながら考えていかな

きゃいけないというふうに思っております。 

 私のほうからは以上でございます。 

○蒲生光男議長 内谷重治市長。 

○内谷重治市長 ただいま総務課長ではなくて消

防主幹ということでございましたが、空き家対

策とか、そちらの部分もありますので、総務課

長から答弁させていただいて、その後、消防主

幹からお尋ねの部分について答弁いたさせます。

失礼いたしました。済みません。 

○蒲生光男議長 飯澤常雄総務課長。 

○飯澤常雄総務課長 私から、空き家対策ではな

くて、申しわけありません、組織とのお話し合

いというようなことがちょっとございましたの

で、なおせっかくの機会でございますので、地

域防災計画の目的とか性格、そういったものを

ちょっと説明をさせていただきたいと思います。 

 まず、この地域防災計画でございますけれど

も、この計画につきましては、一口で申し上げ

ますと防災関係機関、これはかなり幅広く、い

ろいろございます。長井市だけではございませ

ん。ＮＴＴとか東北電力さんとか指定公共機関

と呼ばれるものも全部あるわけでございますけ

ども、これらが処理すべき事務または業務の大

綱を定めた長井市の防災に対する基本計画とい

う位置づけであります。市長からマスタープラ

ンというお話がございましたけども、これは防

災に関する施策あるいは計画を総合的に網羅し、

体系的に位置づけたものということが言えるか

と思います。 
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 各組織とのお話し合いということが出ました

けども、昨年末、12月中でございますけども、

ＬＰガス協会さん、ＮＴＴさん、それから東北

電力さん、社会福祉協議会さん、それから主だ

ったＮＰＯの皆様、生協あるいはナウエルさん

とか、市で協定を結んでるような団体さんも含

めまして、この地域防災計画の素案をそれぞれ

送らせていただいております。それぞれの関係

機関のところで、言及のあるところの記載を特

に抜き出す形でご検討あるいは点検、さまざま

なご意見などもいただければというようなこと

でお願いをしておるところでございます。 

 なお、消防関係につきましては、消防本部を

通じて消防団の皆様にも行くように手配をして

おるところでございますけども、もし手違いで

直接行ってないということであれば、今後、残

された時間の中でございますけども、いろいろ

やりとりをしていきたいというふうに考えてお

りますので、よろしくお願いをしたいと思いま

す。 

 私からは以上でございます。 

○蒲生光男議長 鈴木 智消防主幹。 

○鈴木 智消防主幹 梅津議員のご質問にお答え

を申し上げます。 

 住宅用火災警報器の設置状況につきましては、

平成23年６月の時点で、これは西置賜全体とい

うふうなことでご承知いただきたいのですが、

推定67.6％でございます。また、山形県では

64.8％、全国では71.1％の普及率というふうな

ことになっております。 

 現在までの市としての普及の取り組みでござ

いますが、平成21年度に長井市地区長連合会の

皆様方、そして平成22年度には長井市消防団の

皆様方のご協力で共同購入を実施しております。

それで、3,167世帯の方々に購入をいただきま

した。今後の取り組みといたしましては、未設

置世帯の方々のご理解を得られるよう今後も周

知を図っていくとともに、共同購入ができるよ

う、関係機関のご協力をいただきながら検討し

てまいりたいというふうに思っておるところで

す。以上です。 

○蒲生光男議長 那須宗一農林課長。 

○那須宗一農林課長 梅津善之議員のご質問にお

答えをいたします。 

 地域農業マスタープランについてという中で、

まず１点目ですが、農業者の反応についてとい

うことでございますが、地域農業マスタープラ

ン、いわゆる「人・農地プラン」と言われてお

りますが、これにかかわります説明会について

は、１月27日に各地区の営農推進員、これは長

井地区です。あと西根地区は実行組合長さん、

あと農用地利用改善組合長さんを対象として開

催いたしました。その際、農家の方々にお配り

するアンケートの配布と回収をお願いしており

ます。その後、２月以降でございますが、各地

区ごとにこのプラン作成についての説明会を担

当者が出向いて開催しているところでございま

す。 

 今後は、アンケート結果を参考に各地区での

話し合いを進めていただく中で、この人・農地

プランを作成いただくというようなことになる

わけでございますが、その際には策定するプラ

ンの集落の範囲をまず定めることが必要でござ

いますし、農地の集積とか新規就農者の位置づ

けなどについても、そのプランの中に含めるこ

とが必要になってまいります。各地区での説明

会や農林課への質問などを見ますと、まずこの

プランの中心となる経営体の農地の集積につい

ては、話し合いを進めるための期間が非常に短

いというふうなこと、あとだれが中心となって

この話し合いを進めて計画づくりをしていくの

かというふうな難しい面があるようにお聞きし

ております。 

 しかしながら、今回策定いたしますプランに

ついては、今後も変更が可能だというふうなこ

とを説明申し上げまして、まず新規就農者がい
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る場合や、現時点で集積可能な農地を掲載した

計画をまずつくっていただくということで、新

規就農者とかに対する交付金、これは５年間

150万円ずつ交付されるわけでございますが、

そういったメリットとか、農地の集積にかかわ

ります出し手と受け手の両方に交付金が交付さ

れますので、そういったことを説明していると

ころでございます。特に新規就農にかかわりま

す交付金ができたというようなこともございま

しょうが、新規就農にかかわります問い合わせ

が多くなっておりまして、現時点で５人を超え

る方からこの新規就農にかかわる交付金を受け

たいというふうな申し出がございます。 

 農林課といたしましては、できる限り新規就

農者への支援を進めてまいりたいと。そのこと

が、現在の長井市の就農者の平均年齢66.2歳で

ございますが、それをより少しでも若くしてい

きたいというふうなことで取り組んでまいりた

いというふうに考えております。 

 続いて、作成後の方向でございますが、人・

農地プランといいますのは、今先ほど申し上げ

たように話を進めていただいておりますけれど

も、その中で３月中に原案を出していただくと

いうふうにお願いをしているところでございま

す。その後、ＪＡ、農業委員会、大規模個別経

営とか法人経営者、集落営農代表者など、まだ

具体的なメンバーは決まっておりませんが、こ

ういった方々で構成いたします市の人・農地プ

ラン検討会でご検討いただきまして、その意見

を踏まえまして人・農地プランを作成するとい

うことになります。 

 国の方針は、いろいろ報道されておりますけ

れども、土地利用型農業については平地で20か

ら30ヘクタール、中山間地域で10から20ヘクタ

ールの規模の経営体を対象とする農業を目指し

ていくというふうにされております。市といた

しましても、その方向性をもって計画を見直し

ていかなければならないというふうに考えてい

るところでございます。 

 あわせまして、農地の有効活用、農家所得の

向上を目指す上では、稲作や大豆などの土地利

用型農業だけではなく、園芸作物の振興が非常

に重要だというふうに考えております。市とい

たしましても、サクランボを中心といたしまし

た果樹の振興、トマト、イチゴなどのハウス作

物の振興とともに、平成24年度からは重点作物

といたしまして行者菜の生産拡大にも取り組ん

でまいりたいと考えております。以上でござい

ます。 

○蒲生光男議長 渡部政明農業委員会事務局長。 

○渡部政明農業委員会事務局長 梅津善之議員の

ご質問にお答えいたします。大きく２点につい

てご質問をいただきました。 

 初めに、農地転用の際の許認可の流れと基準

の概略についてお答えいたします。 

 農地法では、農地をその営農条件及び市街化

の状況から、農用地区域内にある農地と農用地

区域以外の農地で良好な営農条件を備えている

農地、第１種農地。市街地の区域内または市街

化の著しい区域内にある農地、第３種農地。第

３種農地に近接する区域、その他市街地化が見

込まれる区域内にある農地、第２種農地に区分

し、それぞれの区分に応じた許可の基準を設け

ております。 

 長井市では、長井農業振興地域整備計画を定

め、農用地等として利用すべき土地として農用

地区域を設定しております。農用地区域内の農

地は、一部の例外、土地収用法認定事業、農業

用施設、一時転用を除いては転用することがで

きませんので、その区域内の農地を住宅や工場

等の建物、資材置き場、駐車場など農地以外の

用途に転用するときは、転用事業計画者の申請

により、長井市が農用地利用計画を変更、通称

農振除外と言っておりますけれども、その後に

農地転用許可申請を行うことになります。 

 農地転用の許可申請があった場合、農業委員
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会では、申請地が農地区分の第１種農地、２種

農地、３種農地のどの区分に該当するかを判断

し、それぞれの区分の許可基準に該当するか否

かを判断いたします。また、農地区分に応じた

許可基準のほかに、周辺農地への支障を及ぼす

おそれがないか、他法令の許認可の有無、関係

権利者の同意の有無、資金計画、計画面積の妥

当性等を総合的に審査し、意見書を付して知事

に提出することとしております。県では、山形

県農業会議常任会議員会議に諮り、そこで許可

決定となります。 

 次に、２点目についてお答えいたします。平

成21年12月の農地法等改正により、農地転用規

制が厳格化されました。幾つかありますが、今

まで許可不要であった学校、病院等の公共転用

も許可の対象となったこと、また第１種農地の

集団性基準が厳格となり、おおむね20ヘクター

ル以上から、おおむね10ヘクタール以上に引き

下げられたこと、さらに第３種農地の該当基準

が厳格となり、これまで水管、下水管、または

ガス管が埋設している道路の沿道の区域であっ

たものが、水管、下水管、またはガス管のうち

２種類以上が埋設している道路の沿道の区域に

なったことなどであります。農地転用において

は、これらの手続を踏んで許認可されておりま

すので、不法転用はないと考えているところで

ございます。以上でございます。 

○蒲生光男議長 浅野敏明まち・住まい整備課長。 

○浅野敏明まち・住まい整備課長 梅津善之議員

の質問にお答えを申し上げたいと思います。 

 ご質問にあった最上川河川緑地公園につきま

しては、平成10年に供用開始している公園でご

ざいます。主な施設としましては、多目的広場

や花壇、噴水、多目的グラウンド、ゲートボー

ル場などがあります。それらの維持管理として、

花壇につきましては、フラワーボランティアと

して市民の皆さんや団体等を募り、花苗の植栽

から管理までをお願いしているところでござい

ます。その他の多目的グラウンド等については、

それぞれの団体で管理をいただいております。 

 平成14年度からフラワーボランティアの参加

を募りましたが、参加状況でございますが、平

成20年がピークで30団体534人でございます。

その後、減少しておりまして、平成23年につき

ましては、22団体394人であります。特に園児

数や団体の減少に伴って、参加人数も減少傾向

にあるところでございます。今後とも、フラワ

ーボランティアとしてご協力いただく方や市民

の皆さんのご意見も伺いながら、限られた予算

の中で効率的な維持管理に努めていきたいとい

うふうに思っております。 

 また、新たに整備を予定しております最上川

河川緑地公園の維持管理につきましては、長井

市の顔としての観光拠点施設でございますので、

関係機関、関係団体や市民団体のご協力をいた

だきながら、維持管理に万全を期したいという

ふうに思っておるところでございます。以上で

ございます。 

○蒲生光男議長 ２番、梅津善之議員。 

○２番 梅津善之議員 それぞれ答弁ありがとう

ございます。 

 では、今の河川公園の維持管理について、も

う一度浅野課長にお伺いをしますが、非常に私、

思い入れのある公園でございます。当初、世界

の花園と言われまして、私がちょうど花づくり

を始めて間もないあたりだと思いますが、公園

ができて、さまざまな花を植えて公園にしてい

くんだという構想があって、長井市としても、

フラワー友好都市でありますとか各地域の花を

植えて公園として活用していくんだという構想

があったと思います。 

 それが時として予算もない、行財政改革の一

環の中でボランティアを募って市民に参画いた

だくような花壇になったという経過であります

し、ただいまの説明の中では、ボランティアも

若干減ってきてるという状況にあるということ
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です。できたものをやっぱり維持管理を長い間

していって、今は水まつりでありますとか花火

大会など、その会場をもってさせていただいて

いるわけですが、ぜひ市民が納得できるような

公園に市民の協力のもとになっていってほしい

なという私の思いもございます。 

 もう一つ、管理するに当たって、地域の方な

り、さまざまな団体、当然青年会議所であった

り利用組合だとか諸団体にお声かけをして花を

植えていただいているわけですけども、そのよ

うなことをもっと積極的に進めていかないと、

今後でき得るであろう公園なんかも管理運営に

は相当大変な思いをするんではないかなという

心配するところでございます。その辺について、

浅野課長、もう一度お願いしたいと思います。 

○蒲生光男議長 浅野敏明まち・住まい整備課長。 

○浅野敏明まち・住まい整備課長 お答え申し上

げます。 

 24年度に測量と設計を予定しております。そ

の中で前半部分については基本的な設計を市民

のご意見を伺いながらまとめていきたいという

ふうに思ってますので、当然今、梅津議員から

上げられました団体等についても、検討する委

員会を立ち上げるつもりでありますので、ぜひ

参加していただいて、いろいろご意見を伺いな

がら市民の憩いの公園となるような公園づくり

をしていきたいと思いますので、今後ともよろ

しくご指導をお願いしたいと思います。以上で

す。 

○蒲生光男議長 ２番、梅津善之議員。 

○２番 梅津善之議員 ボランティアを募って今

後もいくんだという方向性については何となく

理解できるわけですけども、宿根草を含め、で

きるだけ手のかからないものをたとえ植えたと

しても、面積なり規模が半端でないというのを

私自身思っていまして、今ある公園でさえも、

例えばサッカーのグラウンドも周りには花壇が

あったりして、そこがサッカーのチームのお父

さんやお母さん方がボランティアで花を植えて

いらっしゃったりするという状況があったり、

以前はまだまだあの花壇が広くあったものを芝

生みたいな種と一緒になったものをまいて、花

壇でない、ただの雑草という言い方は大変語弊

があるんですけども、そういった管理になって

いますし、グラウンドカバーであるヒメイワダ

レソウなんかも一部植えられている箇所もあっ

たりして、そこもじゃあヒメイワダレソウがき

れいに咲いているかというと、決してそうでな

くて、雑草のほうが多かったりするということ

がございます。 

 先ほど市長のお話もありましたけども、手を

かければかけただけ立派な公園になるんだとい

うお話もございます。多くの市民の方に理解で

きるような説明が必ず必要だと思いますし、そ

ういった中で進めていただかないと、必ず後々

大変なことになるんではないかなと思いますの

で、ぜひその辺は十分に考えた上でご検討いた

だきたいなと思います。済みません、もう一度

お願いします、課長。 

○蒲生光男議長 浅野敏明まち・住まい整備課長。 

○浅野敏明まち・住まい整備課長 ただいまご指

摘いただいたことを十分に踏まえまして、今後

の設計、維持管理に臨みたいと思いますので、

よろしくお願いします。 

○蒲生光男議長 ２番、梅津善之議員。 

○２番 梅津善之議員 続きまして、農用地の転

用についてです。先ほど農業委員会の事務局長

から転用についての大まかな概略の説明をいた

だきましたが、地域の農業委員が例えば認めた

ところであれば転用もやむなしという考えであ

ったり、隣と隣は田んぼなのに、そこだけぽつ

んと宅地であったり工場が出たり、県道から離

れていて、ずっとその農道を通っていかないと

そこのところに行けないようなところも転用な

されてるようなところも見受けられる節があっ

たりします。転用するのが悪いということでは
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なくて、大まかなくくりというか、ここはじゃ

あずっと住宅地にするんだとか、ここは工業団

地にするみたいな大きなくくりをしていかない

で、無作為に点々と１枚ずつ転用がなされてい

くというのは、農家にとっても、そこを利用す

る人にとっても非常に苦労するようなことだと

思います。そういったことのないように、ぜひ

大きな目線で転用の考え方を考えていっていた

だきたいし、各農業委員になられてる方も、そ

ういった面でご検討をしていただいて、転用な

んかをスムーズに進めていったり、農地の集積

などを進めていっていただけるような方向を持

っていただきたいなと思います。その辺につい

て、局長、もう一度お願いしたいと思います。 

○蒲生光男議長 渡部政明農業委員会事務局長。 

○渡部政明農業委員会事務局長 お答えいたしま

す。 

 農地転用の際は、先ほども申し上げたんです

けれども、長井農業振興地域整備計画が市のほ

うで定めなければならないわけですので、今後、

その計画の更新時期の際には、そういうところ

を反映できるように、農業委員会としても意見

を述べていきたいというふうに思っております。

以上です。 

○蒲生光男議長 ２番、梅津善之議員。 

○２番 梅津善之議員 ありがとうございました。

ぜひそのようにしてスムーズに進めていってい

ただきたいものだと思います。 

 続きまして、地域農業マスタープランについ

て農林課長にお伺いします。先ほど新規就農者

５名もいらっしゃるということで、マスタープ

ランも３月以内に作成して、４月から新規就農

者がスムーズにできるようにと、私もそのよう

に考えて協力したいなと思っております。ただ、

どうしてもマスタープランの地域地域のくくり

についてでございますけども、例えば当平野地

区という大きなくくりでつくったりすると、後

継者がたくさんいたりします。逆に他の地区で

は、だれもいなかったりする地域があったりす

るという、ここは例えば長井市全体としてマス

タープランをつくるというようなお考えとか、

そういうことはないでしょうか。 

○蒲生光男議長 那須宗一農林課長。 

○那須宗一農林課長 あくまでも現時点のお話と

いうことでさせていただきたいと思いますけれ

ども、各地区での説明に出向いた中でのお話の

中では、致芳地区は地区としてつくっていきた

いというような意向、あと例えば今泉地区では

今泉地区としてつくりたいと。あと長井地区で

は長井地区と、中央地区でございますが、そう

いった形で。あと西根地区では、ちょっと西根

地区としてするのか少し分けるのかというよう

なことでまだ悩んでおられると。あと平野地区

では、地区というくくりで行いたいというふう

な意向を持っておられるようでございます。こ

こは今後移動といいますか、少し変わる可能性

は残っているということをご承知おきいただき

たいと思います。 

 ただいま市全体でというお話もございました

が、市全体となりますと非常に大きな事務量と

いうふうなこともございまして、それよりも、

ある意味では小回りのきく単位といいますか、

そういった中でされたほうが、今後例えば見直

しというようなことは当然相当出てくるわけで

ございますので、そういったことを踏まえまし

ても、そのほうがいいのではないかなというふ

うに考えているところでございます。 

○蒲生光男議長 ２番、梅津善之議員。 

○２番 梅津善之議員 じゃあ、わかりました。

それは地域ごとで。私もそのように思うんです

が、どうしてもマスタープランという大きな受

け皿という考えに立ってしまうと、さっき言わ

れましたような事務量ということがあって、地

域地域でつくるマスタープランというのもなか

なか大変だなんていう話もお聞きします。ただ、

本来であれば、もっと小さなくくりでつくって、
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後継者の支援であるとか地域農業の推進という

ものを本来ならば図るべきだと私は思うんです

けれども、なかなかそれができないという現状

にあるのも現実だと思っております。 

 さらに、どうせマスタープランをつくるとい

うことであるんならば、もう一歩例えば地域に

踏み込んで、さっき課長からも答弁がありまし

たように、具体的な園芸作物なんかもご提案し

ながら、地域の農業のこれからをみんなで本当

に地域の人で語って歩くんだというものとして

残していかなきゃいけないと。今後の後継者の

育成なり農業、農用地の利活用も含めて、地域

全体として本当の意味で語っていかないと、農

業なり農地が荒れてくるという現実もあると思

います。ぜひその辺も含みで説明なり、今後マ

スタープランを進める上でご検討いただければ

ありがたいものだと思いますが、いかがですか。 

○蒲生光男議長 那須宗一農林課長。 

○那須宗一農林課長 梅津善之議員のおっしゃる

とおりだというふうに思います。このたびの

人・農地プランにつきましては、土地利用型農

業、先ほども申し上げましたように、水稲、大

豆、麦等を対象とした農業が想定されているわ

けです。長井市全体を考えますと、農地の有効

活用とか利用というふうな面を考えますと、土

地利用型農業だけで農地が守れるのかといった

場合は、決してそうではありません。プラス先

ほど申し上げたように畑作、野菜、果樹などの

作物をうまく組み合わせなければ農地は守って

いくことができないというふうに考えておりま

す。 

 そういった中で、ＪＡさんのほうでも非常に

園芸作物の振興という部分については力を入れ

ておられますし、私どもと一緒に園芸作物の振

興にかかわります説明会なども実は開催してお

ります。そういった取り組みの中でいえば、昨

年度には、多分議員もご存じだと思いますが、

枝豆の生産組織などもこのたびできましたし、

そういった意味で広がりが少しずつ出てきてい

るのかなというふうにも感じております。ぜひ

今後ともご指導いただきながら、私どもとして

も取り組んでまいりたいと思います。よろしく

お願いいたします。 

○２番 梅津善之議員 以上で終わります。 

○蒲生光男議長 以上で一般質問は全部終了いた

しました。 

 

 

   散     会 

 

 

○蒲生光男議長 本日はこれをもって散会いたし

ます。 

 ご協力ありがとうございました。 

 

 

    午後 ２時４４分 散会 

 




